
4.今後の調査・検討予定

平成19年度
平成20年度～

平成21年度

水理地質構造、水収支、
湿原形成史の把握

モデル流域でのシミュレー
ションによる現在および
1980年以前の湿原地下水
位の再現（推定）

継続的な水質調査

水理地質構造と湿原形成
史に関する追加検討

釧路湿原全体を対象とし
たシミュレーションによる
1980年以前と将来の湿原
地下水位の推定

栄養塩が湿原に及ぼす影
響の検討

釧路湿原の水・物質循環系の保全に向けた施策の立案

・水理地質構造と河川水・地下水の流動状況の把握
・水循環系に裏づけされる物質循環系の把握
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年
度

水理地質構造と
湿原形成史の把握

水循環系の把握
物質循環系

の把握

H17

H18

H19

地
質
デ
ー
タ
収
集 水

質
の
現
状
把
握水

理
地
質
構
造
の
把
握

モ
デ
ル
流
域
の
河
川
流
量
・

地
下
水
位
の
再
現
（
推
定
）

地
下
水
位
変
動
特
性
の
把
握

継
続
的
な
栄
養
塩
負
荷
量
調
査
、
水
質
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

の
実
施

地下水位観測施設
の設置

○不圧地下水と被
圧地下水の分類

○地下水位変動特
性、地下水位分布
の把握

地
質
調
査
・
湧
水
調
査
・
水
理
地
質
構
造
に
関
す
る
調
査

地
下
水
流
動
調
査
・
水
収
支
検
討

○モデル流域での

地下水位シミュレー

ションの実施

○現状および1980
年以前の湿原地下

水位の再現（推定）

地
質
年
代
分
析

継
続
的
な
気
温
・
降
水
量
、
河
川
水
位
・
流
量
、

地
下
水
位
の
観
測
の
実
施

湿
原
形
成
史
の
把
握

→：データの反映

水理地質構造と
湿原形成史の把握

水循環系の把握 物質循環系の把握

H20

H21

→：データの反映

追加検討
（必要に応じて）

物
質
循
環
の
把
握

○釧路湿原全体を

対象とした地下

水位シミュレー

ションの実施

継
続
的
な
栄
養
塩
負
荷
量
調
査
、
水
質
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施

栄養塩が湿

原に及ぼす

影響の検討

水循環メカニズム

の推定
物質循環メ

カニズムの

推定

流域の水循環・物

質循環メカニズム

を踏まえた対策の

立案、実施

保全すべき湿原

地下水位（目標）

の設定

継
続
的
な
気
温
・
降
水
量
、
河
川
水
位
・
流
量
、
地
下
水
位
の

観
測
の
実
施

釧
路
湿
原
の
１
９
８
０
年
以
前
の
地
下
水
位
の
推
定
、

水
循
環
系
の
把
握
、
対
策
の
立
案

○水理地質構造

の分析、総合
検討

○水収支メカニ
ズムの推定
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